
2010.5.1 No.62
●設立後20年が経過して
●特別寄稿
 ・今、南アルプス白根三山周辺で起こって
　　　　　　いること　ニホンジカの影響
 ・南アルプス食害対策協議会の取り組み
●支部の活動報告
 ・静岡支部
 ・関西支部
 ・伊那谷支部
●会員からのたより
 ・八ヶ岳ホテイラン保護
   　ボランティアスタッフ募集
 ・キタダケソウを取り巻く状況
●第2回大井川源流 南アルプス100人会議
●平成22年度高山植物観察山行
　　　　　　　指導者研修会実施要綱

設立後20年が経過して　　伊那谷支部長　片桐　勝彦

保護柵内と刈りとられたような周辺　櫛形山（裸山）広瀬和弘氏提供

　日本高山植物保護協会の設立総会は、平成元年6月、山梨県高根町（現　北杜市）の（財）キープ協会ネーチャーセン
ターにおいて開催されました。その後、平成4年11月には関西支部、平成8年5月に静岡支部、平成12年7月には
伊那谷支部が設立され、平成16年4月には念願の特定非営利活動法人（NPO 法人）の認証を受け、昨年6月に20周
年となりました。
　この間、指導者研修会や観察山行、高山植物保護シンポジュウムや講演会、ゴミ袋や水解性ティッシュペーパーを
配布しての高山植物保護キャンペーンなどを各地で実施するとともに、酸性雨調査や写真教室・絵画教室なども開催
して、国民の皆様に高山植物保護についての理解と協力を求めて参りました。
　また、各支部はそれぞれの特徴を生かして観察山行や美化活動、植生復元活動や高山植物等保全対策検討会・指導
員研修会、環境保全パトロール・植生復元マット敷設やゴミ持ち帰りキャンペーンなどを精力的に実施しています。
　しかしながら、残念なことに近年会員は漸減しております。設立後20年が経過して退会される方が増えているこ
とや、今日の経済状況などからやむを得ないものとは思いますが、高山植物保護を取りまく環境は、ニホンジカによ
る食害等によって一層厳しい状況にあり、各地においてより活発な保護活動を展開していくことが求められています。
　このためには支部を増やすことが必要だと思います。支部を増やすことが出来れば高山植物保護の理解者を拡大で
きると思います。支部には大きな活動を求めることはできないにしても、それぞれの地域において支部が地道な啓発
活動に取り組むことにより、高山植物や自然保護への理解を求めることは大きな意義があると思いますし、会員の拡
大も期待できると思います。
　本部情報紙は保護啓発活動の周知、会員の交流の場としても大切な役割を担っており、会員の意見発表や情報提供
等積極的に活用すべきであり、一層の充実を期待いたします。
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山
梨
県
に
よ
る
実
態
調
査
の
状
況

　

山
梨
県
み
ど
り
自
然
課
で
は
、
南
ア

ル
プ
ス
白
根
三
山
を
中
心
と
し
た
実
態

調
査
を
2
0
0
8
年
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
影
響
が
大
き
く
及
ん

で
い
る
と
寄
せ
ら
れ
た
情
報
か
ら
、
草

す
べ
り
周
辺
を
中
心
に
、
大
樺
沢
、
北

岳
肩
の
小
屋
周
辺
、
旧
北
岳
山
荘
周

辺
、
農
鳥
小
屋
水
場
周
辺
で
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
方
法
は
、
1
×

2
m
の
調
査
区
を
設
置
し
、
そ
の
中
に

生
育
す
る
植
物
と
そ
の
摂
食
の
状
況
を

調
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
植
生
に

及
ぼ
す
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
影
響
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
摂
食
が
多
く
見
ら
れ
た
の
は
標
高

2
4
5
0
〜
2
7
5
0
m
で
、
草
す
べ

り
上
部
や
右
俣
上
部
、
農
鳥
小
屋
水
場

付
近
で
は
、
踏
み
跡
や
採
食
に
よ
っ
て

植
生
が
消
失
し
て
い
る
場
所
も
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す（
写
真
1
）。

影
響
の
状
況
は
、
中
部
森
林
管
理
局

（
2
0
0
8
）に
よ
っ
て
長
野
県
側
で
調

査
さ
れ
た
、「
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
、沢
地
形
、

緩
傾
斜
地
が
連
続
し
て
い
る
よ
う
な
地

域
に
お
い
て
、
シ
カ
の
出
現
す
る
可
能

性
が
高
い
」
と
い
う
結
果
と
同
様
の
傾

向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
草
す
べ

り
周
辺
で
は
、
6
月
下
旬
に
は
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る「
け
も
の
道
」

が
鮮
明
に
み
ら
れ
、
頻
繁
に
行
き
来
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す（
写

真
2
）。
ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
思
わ

れ
る
痕
跡
の
最
高
標
高
は
肩
の
小
屋
テ

ン
ト
場
付
近
の
3
，0
0
0
m
で
し
た

（
写
真
3
）。森
林（
樹
木
）へ
の
影
響
は
、

広
河
原
と
大
門
沢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
登

山
道
で
の
森
林
限
界
ま
で
、
お
よ
び
農

鳥
小
屋
水
場
周
辺
で
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
調
査
方
法
は
、
1 

0
×
4
0
m

の
調
査
区
を
設
定
し
、
そ
の
中
に
生
育

す
る
樹
木
の
中
で
剥
皮
さ
れ
て
い
る
割

合
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
亜
高

山
帯
針
葉
樹
林
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
で
は

樹
木
へ
の
影
響
は
比
較
的
軽
微
で
、
落

葉
広
葉
樹
林（
特
に
大
門
沢
）
で
そ
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た

（
表
1
、
写
真
4
）。

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
中
部
森
林

管
理
局
や
環
境
省
の
調
査
、
そ
し
て
山

梨
県
の
調
査
の
結
果
、
白
根
三
山
で

（
写
真
１
）
農
鳥
小
屋
水
場
周
辺
の
下
層
植
生

（
2
0
0
9
年
7
月
17
日
）

　本誌でも連載で報告されているように、ニホンジカの高山帯への影響が盛んに報告されるよう
になってきています。北岳をはじめとする南アルプス白根三山でも例外ではありません。キタダ
ケソウは、ご存じのように世界中で北岳にしか生育しない種ですが、それへの影響も懸念される
状況にあります。本稿では、山梨県において行われている調査の結果や、今後の対策などについ
て紹介します。

今、南アルプス白根三山周辺で起こっていること
ニホンジカの影響　　　　　　　

山梨県森林総合研究所　長 池 卓 男

特
別
寄
稿

（
写
真
２
）
草
す
べ
り
上
部
で
の
「
け
も
の
道
」

（
2
0
0
8
年
7
月
3
日
）

（
写
真
3
）
肩
の
小
屋
下
で
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

（
撮
影
:
飯
島
勇
人
、
2
0
0
9
年
7
月
11
日
）
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は
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
影
響
が
無
視

で
き
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、

環
境
省
で
は
、

2
0
0
9
年
度

に
南
ア
ル
プ
ス

国
立
公
園
高
山

植
物
等
保
全
対

策
検
討
会
を
設

置
し
、「
南
ア
ル

プ
ス
国
立
公
園

及
び
隣
接
す
る

地
域
に
お
け
る

高
山
植
物
等
保
全
対
策
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
度
か
ら

は
環
境
省
や
山
梨
県
に
よ
る
調
査
研
究

や
そ
れ
に
基
づ
く
対
策
も
本
格
的
に
開

始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
と
し
て
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕

獲
、
技
術
的
に
困
難
な
高
山
帯
で
の
ニ

ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
技
術
開
発
、
効
率
的
な

捕
獲
の
た
め
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
行
動
圏

把
握
、植
生
保
護
柵
に
よ
る
緊
急
対
策
、

増
殖
技
術
の
開
発
な
ど
、
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
よ
る
効
果
を
モ
ニ
タ
ー
す
る

と
言
う
こ
と
が
今
後
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

捕
獲
、
防
除
、

　

生
息
地
管
理
の
取
組
み
が
必
要

　

と
こ
ろ
で
、
高
山
帯
に
ま
で
出
現
し

て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
1
年
中
高
山
帯

に
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
冬
に

は
積
雪
や
低
温
を
避
け
て
低
山
に
下
り

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
の
よ
う
に
、

低
山
に
下
り
た
と
こ
ろ
を
捕
獲
す
れ

ば
、
高
山
で
の
困
難
な
捕
獲
よ
り
も
効

率
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
夏
に
高
山
帯
に
い
る

個
体
が
冬
に
ど
こ
に
い
る
か
と
い
う
デ

ー
タ
は
乏
し
い
の
が
現
状
で
す
。
信
州

大
学
の
泉
山
茂
之
先
生
の
研
究
で
は
、

秋
に
北
沢
峠
に
い
た
個
体
は
、
白
州
の

日
向
山
で
冬
を
越
し
、
夏
に
は
塩
見
岳

へ
、
と
広
範
囲
に
移
動
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

高
山
帯
に
い
る
す
べ
て

の
シ
カ
が
こ
の
よ
う
な

行
動
を
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
さ
そ
う
な
こ
と

も
分
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー

タ
を
積
み
重
ね
る
こ
と

で
今
後
も
効
率
的
な
捕

獲
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

野
生
動
物
の
管
理
に

は
、「
増
え
て
し
ま
っ
た

個
体
数
を
減
ら
す（
捕

獲
）」「
被
害
の
で
な
い
よ
う
に
対
策
す

る（
防
除
）」
に
加
え
て
、「
こ
れ
以
上

増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る（
生
息
地
管

理
）」
の
3
者
で
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
い
く
ら
捕
獲
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
個
体
数
を
減
ら
し
て

も
、
個
体
数
が
増
え
る
要
因
が
取
り
除

か
れ
な
い
な
ら
ば
、
効
果
的
に
個
体
数

を
減
ら
す
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
捕
獲
と
同
時
に
ニ
ホ
ン

ジ
カ
を
い
か
に
増
や
さ
な
い
か
を
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
関
係

す
る
多
く
の
皆
さ
ん
で
総
合
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達
に

ど
の
よ
う
な
南
ア
ル
プ
ス
を
受
け
渡
す

の
か
を
考
え
る
上
で
、
地
域
全
体
と
し

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

 
 

 

（
写
真
４
）
大
門
沢
の
落
葉
広
葉
樹
林
で
の
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
剥
皮 

（
2
0
0
8
年
7
月
8
日
）

標高 (m) 場所 剥皮率（%） 森林タイプ
1563 奈良田→大門沢小屋 39.5 落葉広葉樹林
1358 奈良田→大門沢小屋 28.2 落葉広葉樹林
1973 大門沢小屋→下降点 28.0 落葉広葉樹林
2319 御池→分岐 10.9 亜高山帯針葉樹林
2096 御池小屋下 8.5 亜高山帯針葉樹林
2233 大門沢小屋→下降点 5.6 亜高山帯針葉樹林
1755 大門沢小屋上 3.8 亜高山帯針葉樹林
1865 大門沢小屋上 2.4 亜高山帯針葉樹林
2412 御池→分岐 1.8 亜高山帯針葉樹林
2186 御池小屋下 0.0 亜高山帯針葉樹林
2516 御池→分岐 0.0 ダケカンバ林
2605 御池→分岐 0.0 ダケカンバ林
2657 分岐→二俣 0.0 ダケカンバ林
2684 旧北岳山荘 0.0 ダケカンバ林
2711 御池→分岐 0.0 ダケカンバ林
2712 旧北岳山荘 0.0 ダケカンバ林
2726 分岐→二俣 0.0 ダケカンバ林
2737 農鳥小屋水場 0.0 ダケカンバ林

平均 4.8

表 1. 森林へのニホンジカの影響
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【
協
議
会
設
立
の
経
緯
】

　

南
ア
ル
プ
ス
周
辺
区
域
に
お
け
る
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
数
は
増
加
す
る
一
方

で
あ
り
、
長
野
県
の
特
定
鳥
獣
保
護
管

理
計
画
に
よ
る
と
南
ア
ル
プ
ス
周
辺
域

に
は
3
0
3
0
0
頭
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が

生
息
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

生
息
密
度
の
増
加
に
よ
る
食
圧
は
山

麓
の
農
地
か
ら
、
高
山
帯
ま
で
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
高
山
帯
に
お

い
て
は
貴
重
な
高
山
植
物
に
対
す
る
食

害
、
森
林
帯
で
は
自
然
植
生
へ
の
食

圧
に
よ
る
林
地
崩
壊
の
危
険
性
が
増
加

し
、
中
山
間
地
域
で
は
農
作
物
へ
の
被

害
に
よ
る
耕
作
者
の
生
産
意
欲
の
減
退

を
招
き
、
荒
廃
農
地
、
遊
休
農
地
の
増

加
原
因
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
に
お
い
て
も
自
衛
の
た
め
の

防
鹿
柵
、
電
牧
柵
の
設
置
や
個
体
数
調

整
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
動
物
に

は
県
、
市
町
村
の
境
界
が
無
く
、
安
全

で
餌
の
豊
富
な
地
域
へ
と
移
動
し
な
が

ら
生
息
数
を
増
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
広
域
的
な
対
策
が
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
南
ア
ル

プ
ス
の
貴
重
な
高
山
植
物
、
丹
精
込
め

て
作
っ
た
農
作
物
、
林
産
物
を
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
食
害
か
ら
守
っ
て
い
く
た
め
、

関
係
機
関（
南
信
森
林
管
理
署
、
長
野

県
、
信
州
大
学
農
学
部
、
伊
那
市
、
飯

田
市
、
富
士
見
町
、
大
鹿
村
）
の
英
知

を
結
集
し
、
相
互
に
連
携
協
力
す
る
た

め
、
平
成
19
年
9
月
に
設
立
し
た
の
が

南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議
会
で
す
。

　

南
ア
ル
プ
ス
の
仙
丈
ケ
岳
は
、
そ
の

容
姿
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
の
女
王
と
し
て

知
ら
れ
、
特
に
馬
の
背
周
辺
で
は
ク
ロ

ユ
リ
や
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
、
ミ
ヤ
マ
キ

ン
ポ
ウ
ゲ
を
始
め
と
す
る
、
高
山
植
物

の
お
花
畑
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
高
山
帯

に
ま
で
進
出
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

食
圧
に
よ
り
、
そ
の
多
く
が
衰
退
し
以

前
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
好
ま
な
い

マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
な

ど
に
よ
り
、
単
一
の
植
生
と
な
り
、
既

に
自
然
に
植
生
が
回
復
す
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
20
年
度
よ
り
、
協
議

会
で
は
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
!
南
ア
ル
プ
ス
の
貴
重
な
高
山
植
物

保
護
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各
種
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
仙
丈
ケ
岳
馬
の
背
へ
の
防
鹿
柵
の
設
置
】

　

平
成
20
年
度
に
は
緊
急
に
保
護
対
策

が
必
要
な
、
仙
丈
ケ
岳
の
馬
の
背
に
防

鹿
柵
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
8
月
7
〜
9
日
の
3
日
間

か
け
て
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り

60
名
を
越
え
る
皆
さ
ん
や
環
境
省
の
協

力
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

柵
の
規
格
は
、支
柱
地
上
高
2
m（
コ

ン
ポ
ー
ズ
パ
イ
プ
支
柱
）
と
ス
テ
ン
レ

ス
線
入
り
の
網
目
15
㎝
の
ネ
ッ
ト
で
の

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
他
雷
鳥
等
の
鳥
が
誤
っ
て
ネ

ッ
ト
に
か
か
ら
な
い
よ
う
視
認
性
を
高

め
る
た
め
オ
レ
ン
ジ
の
ネ
ッ
ト
を
採
用

し
ま
し
た
。
防
鹿
柵
は
登
山
道
に
沿
う

よ
う
に
2
．5
m
ピ
ッ
チ
に
支
柱
を
立

て
、
3
箇
所
、
総
延
長
L
＝
3
3
0
m

　

A
＝
0
．1
8
h
a
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
箇
所
は
最
大
積
雪
が
5
m
近
く
に

も
な
る
雪
崩
地
帯
の
た
め
、
一
箇
所
は

全
部
取
り
外
す
型
と
し
、
二
箇
所
目
は

支
柱
を
補
強
す
る
型
、
三
箇
所
目
は
支

柱
を
そ
の
ま
ま
に
ネ
ッ
ト
の
み
下
げ
る

型
で
の
設
置
と
し
ま
し
た
。

　

設
置
か
ら
約
一
ヵ
月
後
の
9
月
4
日

に
現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
柵
の
中

で
ミ
ヤ
マ
セ
ン
キ
ュ
ウ
の
花
が
咲
い
て

お
り
、
柵
の
効
果
が
確
認
さ
れ
次
年

度
に
向
け
て
の
期
待
も
ふ
く
ら
み
ま
し

た
。

　

秋
10
月
23
日
に
は
、
植
生
の
回
復
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
の
撤
去

作
業
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
、
馬
の
背
に
防
鹿
柵

を
2
箇
所
L
＝
2
8
0
m　

A
＝
0
．

1
6
h
a
追
加
し
、
夏
に
植
生
の
確
認

特 

別 

寄 

稿

南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議
会
の
取
り
組
み

伊
那
市
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課　

下
島　

聡

H
20
.
8
.
7
防
鹿
柵
設
置
作
業
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を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
タ
カ
ネ
ス
イ
バ
、

シ
ラ
ネ
セ
ン
キ
ュ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ

ウ
ゲ
、
キ
ヤ
マ
シ
シ
ウ
ド
等
が
柵
の
中

で
確
認
さ
れ
、
植
生
が
完
全
に
消
滅
し

て
い
な
い
こ
と
に
安
心
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
相
変
わ
ら
ず
柵
の
無
い
と

こ
ろ
で
は
、
食
圧
に
よ
り
単
一
の
植
生

に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
対
策
の
難
し

さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
行
動
範
囲
調
査
等
の

実
施
】

　

防
鹿
柵
の
設
置
と
併
せ
て
、
信
大
農

学
部
に
委
託
し
各
種
調
査
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
発
信
機
を
取

り
付
け
て
の
行
動
調
査
、
食
害
が
侵
食

土
砂
量
と
植
生
の
回
復
に
与
え
る
影
響

調
査
、
防
鹿
柵
の
内
と
外
の
植
生
調
査

で
す
。
特
に
発
信
機
に
よ
る
行
動
調
査

で
は
、
狩
猟
期
に
な
る
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
禁
猟
区
へ
移
動
す
る
な
ど
、
そ
の
驚

く
べ
き
行
動
パ
タ
ー
ン
も
報
告
さ
れ
て

今
後
の
対
策
の
参
考
と
な
る
資
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
は
、

林
野
庁
の
補
助
を
い
た
だ
く
中
で
調
査

エ
リ
ア
を
拡
大
し
、実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
経
年
で
行
う
こ
と
が

重
要
と
な
る
た
め
、
今
後
数
年
に
わ
た

り
調
査
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

【
一
般
市
民
へ
の
啓
発
活
動
】

　

南
ア
ル
プ
ス
の
高
山
植
物
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
は
前
述
の
と
お
り
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
市

民
は
ご
く
限
ら
れ
た
方
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
こ
で
協
議
会
で
は
、
広
く

状
況
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
7
月

26
日
に
は「
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
、
翌
年
3
月
17

日
に
は
、
協
議
会
の
活
動
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
協
議
会
の
21
年
度

総
会
の
席
で
は
、
隣
接
静
岡
県
の
担
当

職
員
を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
も
行
な

っ
て
来
ま
し
た
。

【
環
境
省
と
の
連
携
】

　

協
議
会
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、
環

境
省
も
平
成
20
年
に
馬
の
背
に
防
鹿
柵

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
常
設

型
で
5
箇
所
L
＝
3
0
8
m
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
も
協
議
会
と

し
て
協
力
し
設
置
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
の
作
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
展
開
】

　

平
成
22
年
度
で
は
、
新
た
に
南
ア
ル

プ
ス
の
兎
岳
に
防
鹿
柵
を
設
置
す
る
計

画
も
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
ま

で
記
述
し
て
き
た
防
鹿
柵
の
設
置
に
よ

り
守
る
こ
と
が
で
き
る
高
山
植
物
は
、

広
大
な
南
ア
ル
プ
ス
エ
リ
ア
の
中
で

は
、
猫
の
額
に
も
満
た
な
い
ご
く
限
ら

れ
た
エ
リ
ア
で
す
。

　

降
雪
量
も
減
少
傾
向
で
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
自
然
淘
汰
に
よ
り
そ
の
数
を
減
ら

す
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。
今
後

は
調
査
内
容
に
基
づ
き
、
鹿
の
個
体
数

調
整
の
方
法
の
確
立
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
減
少
す

る
猟
友
会
員
の
確
保
な
ど
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
他
地
域（
八
ヶ
岳
周
辺
で
も
協

議
会
を
設
立
）
で
も
活
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
も
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

!
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
今
後
も

少
し
ず
つ
で
あ
っ
て
も
確
実
に
対
策
を

実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

������������������ ��������������������
���� ����� ����
���� ���� ����������������� ���� �����������������
���� ����

�������������

��������

����������

����������

����������

���� �0.02ha
�������

�����������

��������
����������

防
鹿
柵
設
置
位
置
図

登
山
者
へ
の
啓
発
看
板
の
設
置

環
境
省
設
置
防
鹿
柵
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1 

防
鹿
柵
は
必
要
?

　

最
初
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
採
食
圧
に
よ

る
も
の
か
、
ど
う
な
の
か
を
見
極
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
見
極
め
の
た
め

で
あ
れ
ば
、
4
㎡
か
ら
1
0
0
㎡
程
度

柵
で
囲
み
、
数
年
間
放
置
し
、
柵
内
外

の
植
生
を
比
較
す
れ
ば
、
採
食
影
響
が

あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
る
と
思
い
ま

す
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
採
食
影
響
が
強
い
と

判
断
さ
れ
た
場
合
、
ど
こ
で
も
防
鹿
柵

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
?
植
物
側
か
ら
見
れ
ば
、
保
護
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
一
方
で
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
歴
史
を
大
き
く
見
れ
ば
、
過
去
に

あ
っ
た
こ
と
で
、
と
り
た
て
て
騒
ぐ
必

要
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現

在
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
特
に
南
ア

ル
プ
ス
に
お
い
て
は
答
え
が
な
く
、
多

分
、
氷
期
が
終
わ
っ
た
後
、
高
山
帯
ま

で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
大
量
に
上
が
っ
て
き

た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
山
植
物
の
保
護

が
必
要
と
考
え
、
防
鹿
柵
の
設
置
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
と
い
う
と
、
絶
滅
危
惧
種
の
保

護
や
、
特
定
の
植
物
群
落
の
保
護
に
偏

り
が
ち
で
す
が
、
必
ず
し
も
絶
滅
危
惧

種
の
よ
う
な
貴
重
種
ば
か
り
を
保
護
す

れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南

ア
ル
プ
ス
の
特
徴
と
も
言
わ
れ
る
高
茎

草
本
群
落
は
各
地
に
点
在
し
て
お
り
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
食
べ
ら
れ
る
ま
で
は
、

多
く
の
場
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。
あ
り
ふ
れ
た
群
落
で
あ
っ
て

も
、
例
え
ば
南
ア
ル
プ
ス
の
中
で
の

南
端
に
位
置
し
て
い
る
と
か
、
標
高
が

一
番
高
い
場
所
に
位
置
し
て
い
る
等
の

植
物
群
落
は
保
護
す
べ
き
対
象
で
し
ょ

う
。

　

防
鹿
柵
は
、
植
物
に
と
っ
て
避
難
地

で
す
。
す
べ
て
の
植
物
を
保
護
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
避
難
地
に
す

べ
き
か
ど
う
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

2 

防
鹿
柵
で
囲
む
面
積
は
?

　

で
は
、
次
に
ど
れ
く
ら
い
の
面
積
を

囲
め
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
?
そ
こ

で
、
検
討
す
べ
き
項
目
と
し
て
、
生
態

学
的
な
側
面
、
施
工
性
、
維
持
管
理
、

経
済
性
に
つ
い
て
、検
討
し
て
み
ま
す
。

　

生
態
学
的
な
側
面
で
す
が
、
三
伏
峠

の
例
を
見
た
場
合
、
斜
面
の
上
部
、
中

間
部
、
下
部
で
防
鹿
柵
設
置
後
1
年
、

2
年
目
と
優
先
す
る
植
物
に

差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
も
し
、

中
間
部
に
の
み
設
置
し
て
い

た
ら
、
目
標
と
し
て
い
る
植

物
群
落
に
復
元
し
な
い
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
植

物
に
よ
っ
て
要
求
す
る
面
積

に
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も

調
査
研
究
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

施
工
性
で
す
が
、
山
岳
地

で
の
活
動
と
な
る
と
平
地
の

よ
う
な
施
工
性
は
望
め
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対

策
と
し
て
行
う
わ
け
で
す
か

ら
、
短
期
間
に
囲
え
な
け
れ
ば
意
味
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い

う
点
か
ら
す
る
と
作
業
員
の
人
数
に
よ

り
ま
す
が
、
金
属
製
の
防
鹿
柵
と
し
た

場
合
、
延
長
2
0
0
〜
3
0
0
m
／
30

人
／
日
程
度
が
目
安
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

維
持
管
理
で
す
が
、
ど
こ
か
ら
も
全

体
を
見
渡
せ
る
程
度
が
良
い
か
と
思
い

ま
す
。
も
し
、
柵
を
一
望
で
き
な
い
場

合
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
侵
入
に
対
す
る
柵

の
見
回
り
等
に
お
も
わ
ぬ
労
力
が
か
か

　

過
去
、
南
ア
ル
プ
ス
の
聖
平
、
三
伏
峠
、
茶
臼
で
防
鹿
柵
を
設
置
し
て
き

た
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
防
鹿
柵
の
設
計
に
つ
い

て
、
今
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
植
生
復
元
活
動
（
第
八
報
）

静
岡
支
部　

鵜　

飼　

一　

博

防鹿柵の損傷調査（平成 21年 7月三伏峠にて）
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る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
経
済
性
で
す
が
、
資
金
源

が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す

が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

多
い
で
し
ょ
う
。
資
金
難
に
よ
り
防
鹿

柵
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
閉
鎖
で
き
る
延
長
を
選
択

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

3 

防
鹿
柵
の
構
造
は
?

　

次
に
構
造
で
す
が
、
高
さ
に
関
し
て

は
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
跳
躍
力
を
考
慮
し
、

お
よ
そ
1
．8
m
〜
2
m
が
標
準
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

構
造
特
に
資
材
に
つ
い
て
も
、
生
態

学
的
側
面
、
施
工
性
、
維
持
管
理
、
経

済
性
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　

生
態
学
的
側
面
で
す
が
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
み
を
対
象
と
し
、
他
の
生
物
に
と

っ
て
柵
が
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
な
構

造
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
林

業
地
で
は
ネ
ズ
ミ
や
ウ
サ
ギ
対
策
と

し
て
、
柵
の
下
段
に
亀
甲
金
網
を
追
加

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
南
ア
ル
プ

ス
の
よ
う
な
場
所
で
、
そ
の
よ
う
な
構

造
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
網
目
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
侵
入
だ
け
を
防
ぎ
、
他
の
生

物
に
と
っ
て
は
支
障
と
な
ら
な
い
網
目

を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

施
工
性
で
す
が
、
労
力
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
、
軽
量
か
つ
組
み
立
て
が
簡

単
な
構
造
が
望
ま
れ
ま
す
。
特
に
不
慣

れ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
又
は
作
業
員
が
設

置
す
る
場
合
は
、
こ
の
点
の
検
討
に
重

点
を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
リ
ー
が
理
想
で
す
が
、
施
工
性

に
富
む
よ
う
な
軽
量
の
部
材
の
場
合
、

雪
の
沈
降
圧
に
よ
り
損
傷
す
る
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
軽
量

か
つ
耐
久
性
の
高
い
材
料
の
開
発
が
望

ま
れ
ま
す
。

4 

評
価
は
?

　

防
鹿
柵
を
設
置
し
て
1
年
や
2
年
で

は
、
柵
の
効
果
を
論
じ
る
の
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。

　

防
鹿
柵
の
設
置
効
果
に
つ
い
て
、
柵

内
外
の
植
生
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
平
成
14
年
に
聖

平
に
設
置
し
た
防
鹿
柵
内
の
草
丈
は
高

茎
草
本
群
落
と
い
え
る
ま
で
回
復
し
て

い
ま
す
が
、
い
ま
だ
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

は
柵
内
の
被
覆
率
が
10
％
に
達
し
て
い

な
い
た
め
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
群
落
が

復
元
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
柵
の
効

果
は
あ
る
も
の
の
、
植
生
回
復
・
復
元

に
対
す
る
評
価
は
、
現
時
点
で
は
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

で
は
、
柵
の
面
積
や
構
造
に
つ
い
て

は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
?
実
際
に
設
置

し
た
聖
平
、
三
伏
峠
、
茶
臼
の
3
箇
所

に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

　
〈
聖
平
〉平
成
14
年
に
設
置
し
た
防
鹿

柵
は
毎
年
雪
の
沈
降
圧
に
よ
る
損
傷
が

大
き
か
っ
た
た
め
、
平
成
19
年
設
置
時

に
は
さ
ら
に
耐
久
性
が
高
い
も
の
に
変

え
ま
し
た
。
ま
た
、
試
験
的
な
1
0
0

㎡
で
は
避
難
地
と
し
て
は
不
十
分
と
考

え
4
0
0
㎡
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
大

き
く
囲
え
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
地
形

の
複
雑
さ
や
施
工
性
を
考
え
2
基
目
は

4
0
0
㎡
と
し
ま
し
た
。

　
〈
三
伏
峠
〉必
要
性
、
面
積
、
構
造
と

も
良
い
評
価
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
〈
茶
臼
〉も
う
少
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
設
置

場
所
の
検
討
と
、
面
積
の
検
討
を
再
度

行
う
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

5 

さ
い
ご
に

　

実
際
に
設
置
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
少
し

ず
つ
デ
ー
タ
が
集
積
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。南
ア
ル
プ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

他
の
地
域
で
も
、
集
積
さ
れ
て
き
て
い

る
デ
ー
タ
を
下
に
、
今
後
設
置
さ
れ
る

も
の
は
も
っ
と
良
い
も
の
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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関
西
支
部 

活
動
報
告

（
支
部
長　

山
角　

郁
男
）

平成 21 年度活動報告
月 日 事業内容・事業報告 備考

5 5 春の観察山行（大御影山登山道一帯） 参加者 16 名

5 22 伊吹山山頂美化活動 雨天のため中止

5 23 定期総会 新型インフルエンザ流行のた
め中止

7 26 夏の観察山行（伊吹山;本部主催。支部後援） 荒天のため中止

環境学習会（下見は実施） 新型インフルエンザを懸念し
中止

幹事会（年間 8 回開催）
開 催 日（4/2、5/28、6/30、
7/30、10/1、12/4、1/6、
2/26）

会報発行（2 回発行） 通巻 21 号 H21 年 7 月 31 日
通巻 22 号 H22 年 3 月 31 日

　悪天候や新型インフルエンザ流行のためとは言え、当初計画した行事の多くを中止せ
ざるを得なかったのは大変残念でした。ご容赦お願いいたします。

　

平
成
21
年
度
活
動
報
告

平
成
21
年
4
月
24
日

※ 

中
央
ア
ル
プ
ス
開
山
式
参
加　

千
畳
敷

6
月
11
日

※ 

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
南
信

地
区
協
議
会
総
会
参
加　

南
信
森
林

管
理
署

6
月
13
日

※ 

日
本
高
山
植
物
保
護
協
会
平
成
21
年

度
理
事
会
、
総
会
、
東
京　

都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル

6
月
20
日

　

 

伊
那
谷
支
部
平
成
21
年
度
総
会
及
び

第
9
回
研
修
会

　

 

駒
ヶ
根
市　

駒
ヶ
根
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

　

総　

会　

 

20
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
案
承
認

　
　
　
　
　

 

21
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
案
承
認

　

研
修
会　

中
央
ア
ル
プ
ス
の
高
山
植
物

6
月
25
日
〜
9
月
26
日

　

 

中
央
ア
ル
プ
ス
高
山
植
物
保
護
啓
発

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
高
山
植

物
生
育
調
査

　

延
べ　

19
日
間　

実
人
数
6
名

　

延
べ
人
数　

36
名

　

内　

訳

　

6
月　

実
施
日
1
日　

実
人
数
3
名

　
　
　
　

延
べ
人
数
3
名

　

7
月　

実
施
日
6
日　

実
人
数
4
名

　
　
　
　

延
べ
人
数
11
名

　

8
月　

実
施
日
7
日　

実
人
数
4
名

　
　
　
　

延
べ
人
数
13
名

　

9
月　

実
施
日
5
日　

実
人
数
3
名

　
　
　
　

延
べ
人
数
9
名

7
月
24
日

　

 

高
山
植
物
保
護
啓
発
・
ゴ
ミ
持
ち
帰

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

菅
の
台
バ
ス
セ

伊
那
谷
支
部 

活
動
報
告

（
支
部
長　

片
桐　

勝
彦
）

千畳敷駅前で高山植物保護啓発
チラシとティッシュペーパーの配布
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平
成
22
年
2
月
9
日

※ 

日
本
高
山
植
物
保
護
協
会
平
成
21
年

度
支
部
長
事
務
局
長
会
議　

甲
府
市

本
部
事
務
局

2
月
23
日

※ 

木
曽
駒
ヶ
岳
植
生
復
元
対
策
事
業
検

討
会
参
加　

南
信
森
林
管
理
署

　

平
成
22
年
度
活
動
計
画

平
成
22
年
4
月
下
旬

※ 

中
央
ア
ル
プ
ス
開
山
式
参
加　

千
畳
敷

6
月
12
日

　
 

伊
那
谷
支
部
平
成
22
年
度
総
会
及
び

第
10
回
研
修
会

　

 

駒
ヶ
根
市　

駒
ヶ
根
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

　

総　

会　

 
21
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
案
承
認

ン
タ
ー　

5
名
参
加

8
月
上
旬
〜
11
月
上
旬

　
 

千
畳
敷
案
内
板
写
真
ケ
ー
ス
へ
高
山

植
物
写
真
展
示　

保
護
啓
発
と
高
山

植
物
紹
介

8
月
3
日

※ 

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
南
信

地
区
協
議
会
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル　

支

部
2
名
参
加　

千
畳
敷

8
月
24
日

※ 

長
野
県
自
然
保
護
レ
ン
ジ
ャ
ー
上
伊

那
地
区
合
同
活
動　

支
部
4
名
参
加

千
畳
敷

9
月
2
日

※ 

中
部
森
林
管
理
局
主
催
植
生
復
元
マ

ッ
ト
敷
設
作
業　

支
部
2
名
参
加　

木
曽
駒
ヶ
岳
と
中
岳
鞍
部

11
月
5
日

※
駒
ヶ
岳
神
社
例
大
祭
参
加　

千
畳
敷

立入禁止区域進入の観光客

立入禁止区域進入のカメラマンに注意

　
　
　
　
　

 

22
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
案
承
認

　

研
修
会　

 

伊
那
谷
支
部
10
年
の
あ
ゆ

み

7
月
下
旬

　

 

中
央
ア
ル
プ
ス
高
山
植
物
保
護
啓
発

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
高
山
植

物
生
育
調
査　

千
畳
敷

7
月
24
日

　

 

高
山
植
物
保
護
啓
発
・
ゴ
ミ
持
ち
帰

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

菅
の
台
バ
ス
セ

ン
タ
ー

8
月
上
旬
〜
11
月
上
旬

　

 

千
畳
敷
案
内
板
写
真
ケ
ー
ス
へ
高
山

植
物
写
真
展
示　

保
護
啓
発
と
高
山

植
物
紹
介

8
月
上
旬

※ 

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
南
信

地
区
協
議
会
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル　

千

畳
敷

8
月
上
旬

※ 

長
野
県
自
然
保
護
レ
ン
ジ
ャ
ー
上
伊

那
地
区
合
同
活
動　

千
畳
敷

9
月
下
旬

　

 

中
央
ア
ル
プ
ス
高
山
植
物
保
護
啓
発

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
高
山
植

物
生
育
調
査　

千
畳
敷

　特定非営利活動法人　日本高山植物保護協会

平成22年度　通常総会の開催
日　時 平成22年6月5日（土）午後1時30分～
受付時間 午後1時～
会　場 東京　都市センターホテル
 東京都千代田区平河町2丁目4の1
 TEL　03－3265－8211
日　程 １．総　会
 　・ 平成21年度事業報告並びに決算報告の承

認に関する件
  　・ 平成22年度事業計画並びに収支予算（案）

に関する件
 　・役員選任に関する件
 　・その他
 ２．高山植物フォトコンテスト表彰式
 ３． 記念講演「高山のラン その多様性と保全」
 　　　　理学博士　遊川　知久　氏
 　　　　　　　　　国立科学博物館研究主幹
 　　　　　　　　　筑波実験植物園研究員

　※　理事会は、午前10時から同会場で開催します。
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環
境
省
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
、
盗
掘
な
ど
に
よ
り
絶
滅
状
態
の
自

生
地
も
あ
る
な
か
、
八
ヶ
岳
の
美
濃
戸

周
辺
で
は
、
ま
だ
比
較
的
ま
と
ま
っ
た

個
体
数
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
の
自
生
地
は
登
山
道
沿
い
に
あ
る
た

め
隠
し
よ
う
が
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
で
す
で
に
広
く
知
れ
渡
り
、

ま
た
登
山
道
に
ロ
ー
プ
も
な
い
こ
と
か

ら
観
察
や
写
真
撮
影
の
た
め
の
踏
み
荒

ら
し
が
盗
掘
以
上
に
目
立
っ
て
き
ま
し

た
。

　

昨
年
、
自
生
地
か
ら
最
も
近
い
山
小

屋
で
あ
る
美
濃
戸
山
荘
の
藤
森
さ
ん
の

協
力
の
下
で
、
地
元
自
治
体
で
あ
る

茅
野
市
の
理
解
に
よ
る
資
材
提
供
も
あ

り
、
共
同
で
手
探
り
の
保
護
対
策
を
始

め
ま
し
た
。
結
果
、
お
お
む
ね
成
功
し

ま
し
た
。
※
詳
細
は
会
報
60
の
10
ペ
ー

ジ
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
成
功
の

反
面
、
人
手
不
足
な

ど
管
理
体
制
や
課
題

も
残
す
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

◆　

◆　

◆　

◆

　

そ
こ
で
今
年
は
、

ソ
フ
ト
面
か
ら
も
充

実
化
を
計
る
こ
と
を

目
的
に
、
趣
旨
に
賛
同
し
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

広
く
募
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆　

◆

　

具
体
的
に
は
時
期
は
5
月
下
旬
か
ら

2
週
間
程
度（
5
月
20
日
過
ぎ
か
ら
2

週
間
程
度
の
予
定
）、
場
所
は
美
濃
戸

で
、
最
奧
に
あ
る
山
荘
、
美
濃
戸
山
荘

か
ら
登
山
道
を
徒
歩
20
分
程
度
で
、
登

山
道
沿
い
の
長
さ
約
5
0
0
m
ほ
ど
の

区
間
と
な
り
ま
す
。
内
容
は
自
生
地
を

パ
ト
ロ
ー
ル
の
他
、
現
地
解
説
案
内
、

ま
た
期
間
の
前
は
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
設

置
作
業
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
生
物
調

査
、植
生
調
査
な
ど
の
経
験
者
の
場
合
、

自
生
地
内
で
の
個
体
数
の
カ
ウ
ン
ト
、

記
録
な
ど
の
仕
事
を
お
願
い
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

自
生
地
は
原
則
的
に
開
花
期
間
中
の

み
保
護
ロ
ー
プ
を
張
る
と
い
う
方
法
を

と
っ
て
い
ま
す
。
初
日
は
ロ
ー
プ
設
置

な
ど
作
業
量
も
多
く
な
る
た
め
、
5
〜

6
名
程
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

が
い
れ
ば
心
強
い
で
す
。
そ
の
後
の
期

間
中
は
1
〜
2
名
で
大
丈
夫
で
、
現
状

盗
掘
よ
り
も
踏
み
込
み
、
踏
み
荒
ら
し

の
方
が
目
立
つ
の
で
、
お
も
に
ホ
テ
イ

ラ
ン
観
察
者
や
登
山
者
へ
の
啓
蒙
や
説

明
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆　

◆

　

昨
年
、
9
月
に
櫛
形
山
で
行
わ
れ
た

指
導
者
研
修
会
で
も「
会
員
直
接
参
加

型
の
活
動
が
ほ
し
い
。」と
の
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
が
、
現
地
は
ア
プ
ロ
ー

チ
が
近
く
、
体
力
的
に
も
時
間
的
に
も

割
と
参
加
し
や
す
く
、
こ
の
よ
う
な
要

望
に
は
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
保
護
区
指
定
の
よ
う
な
構

想
も
あ
り
、市
の
理
解
も
あ
る
も
の
の
、

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
試
行
錯

誤
の
状
況
の
た
め
、
行
政
か
ら
の
財
政

支
援
を
始
め
、
資
金
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

は
ま
だ
期
待
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
金
銭
面
で
の
支
援
を
待
っ
て

い
た
ら
、
せ
っ
か
く
ま
だ
回
復
の
余
地

が
あ
る
貴
重
な
自
生
地
の
状
況
が
悪
化

会員からの便り
 八ヶ岳ホテイラン保護
 　　　　　ボランティアスタッフ募集

新井和也（JAFPA会員、フォトグラファー・ジャーナリスト）

薄暗い針葉樹林の中で咲くホテイラン

　ホテイランは本州中部地方と北海道の亜高山帯の林床にまれに生えます。植物学者の牧野富太郎が「も
っとも美しい野生ラン」と讃えたその桃色の花姿は、薄暗い針葉樹林のなかで光る「森の妖精」のようです。



Japan　Alpine － Flora　Preservat ion　Associa t ion

No.62ー　11

す
る
の
で
、
ま
ず
保
護
活
動
と
し
て
軌

道
に
乗
せ
る
の
が
先
決
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
今
年
は
、
交
通
費
は
各

自
、
ま
た
宿
泊
に
関
し
ま
し
て
は
一
応

優
遇
は
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
お
客
様

と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
い
う
形

で
宿
泊
費
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と

で
す
。

◆　

◆　

◆　

◆

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
理
解
し
て
、「
そ

れ
で
も
希
少
高
山
植
物
の
保
護
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
高
い
意
志
を
お
持

ち
の
方
、
心
よ
り
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
花
時
期
に
よ
っ
て
期
間
が

若
干
変
動
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
期

間
に
つ
い
て
は
5
月
中
旬
頃
改
め
て
正

式
に
決
定
し
ま
す
。

◆
マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
さ
え
も
食
害
に

　

南
ア
ル
プ
ス
北
岳
に
は
こ
こ
3
年
間
で

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
の
観
察
で
1
回
、
ラ
イ

チ
ョ
ウ
調
査
で
2
回
、
大
学
の
ア
ル
プ
ス

実
習
の
講
師
と
し
て
1
回
の
計
4
回
登
り

ま
し
た
。
や
は
り
心
配
な
の
は
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
よ
る
高
山
植
物
の
食
害
で
す
。
登

山
口
の
広
河
原
は
オ
ヒ
ョ
ウ
や
ウ
ラ
ジ
ロ

モ
ミ
、
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
な
ど
の
樹
木
が

徹
底
的
に
剥
皮
に
あ
い
、
う
っ
そ
う
と
し

た
暗
い
森
に
変
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
被
害
が
顕
著
な
の
は
白
根
御
池

小
屋
上
部
の
草
す
べ
り
で
す
。
シ
カ
の
警

戒
声
は
草
す
べ
り
上
部
ま
で
聞
こ
え
ま

す
。
こ
の
あ
た
り
は
シ
カ
の
獣
道
（
キ
ャ

ト
ル
テ
ラ
ス
）
が
縦
横
無
尽
に
走
り
、
イ

ノ
シ
シ
と
思
わ
れ
る
根
堀
り
も
見
ら
れ
ま

す
。
長
い
間
食
害
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
、

毒
草
で
あ
る
マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
が
優
先
す

る
草
原
へ
と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
そ
の
マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
さ
え
も
食
害

に
あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆
世
界
で
こ
こ
に
し
か
咲
か
な
い
花

　

世
界
で
こ
こ
に
し
か
咲
か
な
い
花
「
キ

タ
ダ
ケ
ソ
ウ
」
は
そ
の
上
部
数
百
メ
ー
ト

ル
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
幸

い
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
が
咲
く
時

期
に
は
稜
線
上
に
雪
庇
が
張

り
出
し
シ
カ
を
遠
ざ
け
て
い

ま
す
の
で
、
今
現
在
シ
カ
に

よ
る
食
害
が
見
ら
れ
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
小
雪
が
続
い
た
り
、

シ
カ
道
が
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
の

群
生
地
ま
で
続
く
よ
う
な
状

況
が
生
ま
れ
れ
ば
消
失
の
危

険
性
さ
え
あ
り
ま
す
。
最
大

限
の
努
力
で
食
害
か
ら
守
り

た
い
も
の
で
す
。

保護ロープの杭打ち

ロープで囲われた区域

北沢峠付近のニホンジカ

新井和也
TEL 090－2734－9547
kaz-arai@jcom.home.ne.jp
http://members2.jcom.home.ne.jp/kaz-arai/

八ヶ岳山荘（美濃戸山荘）藤森周二
TEL 0266－74－2728
yatsugatake.fujimori@nifty.ne.jp
http://www.yatsugatake.gr.jp/index.html

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
を
取
り
巻
く
状
況

長
野
県
佐
久
市　

中
山　

厚
志

連絡先
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　「第 2回大井川源流 南アルプス 100 人会議」が、次により開催されることとなりました。多数
の皆様のご参加をお待ちしております。
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日　　時 平成22年9月5日（日）～6日（月）
場　　所 南アルプス 仙丈ケ岳
宿 泊 地 仙丈小屋
参加資格 3,000m 級山岳登山可能な方
参 加 費 13,000円 （宿泊費、保険料、資料代他）
募集人員 20名
募集締切  平成22年7月31日（土）※期日前でも定員

になり次第締め切ります。
  参加の可否については7月10日までに詳

細とともに連絡いたします。
集合場所 北沢峠
集合時間 平成22年9月5日（日） 午前7時30分

日　　程  9月5日（日） 北沢峠～大平山荘～藪沢～
馬の背（研修）～仙丈小屋（泊）

  9月6日（月）仙丈小屋～仙丈ケ岳～小仙丈
ケ岳～大滝の頭～北沢峠（解散）

携 行 品  一般的な登山の服装で、雨具、防寒具、
非常食、懐中電灯、その他

平成22年度 高山植物観察山行 指導者研修会 実施要綱
　平成22年度の高山植物観察山行は、7月25日（日）～26日（月）に八ヶ岳連峰の編笠山・権現岳で、指導者研
修会は、9月5日（日）～6日（月）に南アルプスの仙丈ケ岳で、実施することとなりました。
　多数の皆様の、ご参加をお待ちしています。
［申込・問合せ］
E-mail、FAX 又は官製はがきに下記事項を記載して、期限までにお申し込み下さい。
①住所、氏名、生年月日、電話No、携帯電話No、会員No ③健康状態、その他特記事項
②最近一年間に登った主な山 
〒400-0027　山梨県甲府市富士見1丁目3-28　特定非営利活動法人　日本高山植物保護協会
TEL&FAX　055-251-6180　E-mail：info@jafpa.gr.jp

平成22年5月1日発行

特定非営利活動法人 日本高山植物保護協会事務局
〒400 ｰ 0027山梨県甲府市富士見1 ｰ 3 ｰ 28
TEL・FAX 055 ｰ 251 ｰ 6180
HPアドレス　http://www.jafpa.gr.jp　E ｰ mail : info@jafpa.gr.jp
掲示板 ID jafpamem　パスワード jfpm2001

●高山植物観察山行
日　　時 平成22年7月25日（日）～26日（月）　
 1泊2日
観察場所 八ヶ岳　編笠山（2524m）及び
 権現岳（2715m）
宿 泊 地 青年小屋（泊）
参加資格 3,000m 級の山岳登山が可能な方
参 加 費  当協会会員　13,000円
  一般参加者　14,000円
  （宿泊費、マイクロバス代、昼食代、保険料、

写真代等含む）
募集人員 20名
募集締切  平成22年6月10日（木）※期日前でも募集

人員になり次第締切ります。
  参加の可否については、6月20日までに

連絡します。

集合場所 中央線　小淵沢駅前（受付）
集合時間 7月25日（日）　午前9：00
日　　程  集合場所　9：00発、マイクロバスにて観

音平　9：30着
  観音平～押手川～編笠山～青年小屋（泊） 

研修会及び懇談会
  26日　6：00青年小屋～ノロシバ～ギボ

シ～権現岳～三ツ頭～木戸口公園～
  観音平～マイクロバス～小淵沢駅にて解

散　15：00
  ※青年小屋～権現岳～青年小屋～押手川

～観音平（変更時）
 ※詳細は、別途参加者にご案内します。
携 行 品  一般的な登山の服装で、雨具、防寒具、

非常食、懐中電灯等を持参のこと。
 （25日の昼食は各自持参して下さい。）

●指導者研修会
　当協会発足当時の高山植物保護の活動は、人的な圧迫要因を排除すること、つまり、盗掘や生育地の環境破壊
の防止や保護思想の普及啓発等が主たるものでありました。しかしながら近年、サルやシカが本来見られなかっ
た高山にまで進出し、その食圧によって、全国的に高山植物が失われつつあります。このような中で当協会では
昨年、アヤメが失われた櫛形山について、保護修復活動を展開している地元活動家の話を伺い、さらに現地に赴
き指導者研修を実施してまいりました。本年も昨年に引き続き、南アルプスにおいてニホンジカの食圧がもっと
も顕著な仙丈ケ岳で下記の要領で指導者研修会を開催いたします。
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●高山植物一口メモ　ホソバヒナウスユキソウ（キク科）
　日本には、ウスユキソウの仲間が、5種類あり、本州と四国、九州の
低山帯に分布するウスユキソウ、北海道東部と礼文島には、レブンウス
ユキソウ、早池峰山にはハヤチネウスユキソウ、中央アルプス木曽駒ケ
岳にはコマウスユキソウ、本州北部の秋田駒ヶ岳、鳥海山、月山、朝日、
飯豊にはヒナウスユキソウ（ミヤマウスユキソウ）が、高山帯に分布する。
　いずれも、全草に綿毛があり、新雪をいただいたような、ふわふわの
総苞葉は美しく、薄雪草の名の由来になっています。
　蛇紋岩の岩場に点々と咲く、ホソバヒナウスユキソウは、至仏山と谷
川岳の固有種で、朝露をまとって、朝の光にきらめく時は、宝石よりも
美しく、流れる霧にみえかくれする時は、神秘的にさえ思えます。
　この美しくも貴重な花が、人の手によって荒らされることなく、美し
い自然の中で、いつまでも育まれてと願います。 （大内　京子）

日本各地の高山植物 No3（東北地方 1）

タカネトウウチソウ（バラ科）7～8月
ワレモコウの仲間で、白い花が穂状に直
立してつきます。

サマニヨモギ（キク科）7～8月
ミヤマオトコヨモギに似ています。はじ
め全体に絹毛がありますが、後に無毛と
なります。

トガクシショウマ（メギ科）5～6月
戸隠山で発見されたことがこの花の名前
の由来。

チョウカイアザミ（キク科）7～8月
鳥海山の特産種で、茎頂に数個の頭花が
うつむきかげんにつきます。

チシマゼキショウ（ユリ科）7～8月
草丈は5～15cm、葉はショウブににてい
る

タテヤマリンドウ（リンドウ科）6～7月
ハルリンドウの高山型


